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会
下
山
遺
跡
は
、
三
条
町
に
所
在
す
る

今
か
ら
約
二
千
年
前
の
弥
生
時
代
の
集
落

跡
で
す
。
昭
和
二
十
九
年
に
、
山
手
中
学

校
に
よ
る
会
下
山
山
腹
の
造
道
工
事
中
に

生
徒
が
弥
生
土
器
を
発
見
し
、
そ
の
後
、

昭
和
三
十
一
〜
三
十
六
年
に
は
、
遺
跡
の

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
五
次
に
わ

た
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、

山
頂
や
尾
根

か
ら
竪
穴
住

居
跡
や
倉
庫

跡
、
祭
祀
場

と
合
わ
せ
て
、山
に
住
む
特
殊
な
集
落（
高

地
性
集
落
）と
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
五
年
に

は
学
術
的
な
価
値
が
評
価
さ
れ
、
兵
庫
県

史
跡
第
一
号
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
後
、
遺
跡
は
歴
史
教
材
園
と

し
て
整
備
さ
れ
、
歴
史
学
習
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
続
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
発
掘
調
査
か
ら
半
世
紀
が
経
過

し
た
平
成
十
九
〜
二
十
一
年
度
に
は
、
こ

の
遺
跡
の
内
容
を
現
在
の
学
問
的
な
水
準

で
改
め
て
検
証
す
る
た
め
に
発
掘
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。　

そ
の
結
果
、
本
遺
跡
が
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平
成
十
九
〜
二
十
一
年
度
の
三
カ
年
で

実
施
し
た
第
八
〜
十
次
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
会

下
山
遺
跡
の
歴
史
像
を
塗
り
替
え
る
、
数

多
く
の
発
見
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
山
頂
か
ら
尾

根
部
に
か
け
て
の
み
存
在
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
遺
跡
が
、
東
斜
面
裾
部
な
ど
標

高
の
低
い
位
置
で
柱
穴
や
段
状
遺
構（
写

真
⑤
）が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
山

全
体
を
対
象
と
し
た
広
範
囲
に
及
ぶ
集
落

跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
右
上
、

航
空
写
真
）。

　

二
つ
め
は
、
遺
跡
範
囲
の
北
限
境
界
を

見
極
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
標
高
二

百
メ
ー
ト
ル
の
最
高
所
に
は
、
過
去
の
調

査
に
よ
っ
て 
祭
祀 
場
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

さ
い
し

す
が
、
そ
こ
か
ら
二
十
五
〜
三
十
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
北
西
に
登
山
道
を
進
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
二
条
の
溝
状
遺
構
を
確
認
し
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ま
し
た
。

　

こ
の
溝
は
、
人
や
獣
の
進
入
を
防
ぐ
ほ

か
、
こ
の
山
に
住
む
人
々
の
精
神
的
な
意

味
で
の
結
界
も
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
三
つ
め
に
非
常
に
高
い
熱
を

受
け
た
穴
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。「
焼
土

坑
」
と
呼
ば
れ
る
遺
構
で
、
穴
の
表
面
に

は
粘
土
を
塗
り
込
め
、
真
っ
黒
に
炭
化
し

て
い
ま
し
た
（
写
真
④
）。
こ
の
構
造
か
ら
、

通
常
の
炊
さ
ん
施
設
や
の
ろ
し
跡
と
は
異

な
り
、
金
属
や
ガ
ラ
ス
・
土
器
な
ど
を
生

産
す
る
工
房
跡
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
発
掘
開
始
か
ら
五
十
年

の
節
目
を
迎
え
て
実
施
し
た
近
年
の
発
掘

調
査
で
は
、
会
下
山
遺
跡
の
実
像
に
迫
る

大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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��美をつむぎ出す手を持つ人”と評される假屋崎省吾が繰り広げ
る、繊細かつ大胆・華麗なる美の世界を、あなたも体感してみま
せんか？

�����　１月30日（日）午後２時30分開演（２時開場）
�����　ルナ・ホール＜全席指定＞
�� � �　前売3,000円（当日3,500円）　
��������　市民センター事務所・グリル業平・市役所売店・
　　　　　　ローソンチケット（Ｌコード55608）
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����　１月22日（土）午後１時30分～３時
����　市民センター音楽室
����　この道／ペチカ／菩提樹ほか　
����　60人
����　500円
�����

　はがきまたはファクスに、事業名・住所・
氏名・電話番号を記入し、１月12日（水）＜必
着＞までに下記へ ����������
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�����　市制施行70周年メモリアル植樹
��� � � � � 美術博物館の展示
��� � � � � 　昭和の面影５〈暮しと道具・古今雛〉
� � � �　１．１７ 芦屋市祈りと誓い
��� � � � がんフォーラム2010
������　市制施行70周年記念写真集
　　　　　　　　「芦屋の四季・70選」より
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① 8 :30

②12:00

③16:00

④19:00

⑤22:30
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跡

祭
祀
場

跡
、
火
焚
き

場
跡
な
ど
が

見
つ
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
米
作
り
を
生
業
と
し
て

い
た
弥
生
時
代
に
お
い
て
、
ま
っ
た
く
不

適
な
山
の
ム
ラ
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
見
晴
ら
し
が
大
変
良
好
な
立
地

実
施
し
ま
し
た

そ
の
結
果

本
遺
跡
が

こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
狭

い
や
せ
尾
根
上
に
竪
穴
住
居
が
数
棟
営
ま

れ
た
小
規
模
な
集
落
で
は
な
く
、
山
腹
や

山
裾
に
ま
で
広
が
る
、
規
模
の
大
き
い
集

落
と
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
営
ま
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
出
土
品
に
は
、
青
銅
製
漢
式

三
翼
鏃（
本
市
指
定
文
化
財
）や
多
数
の
鉄

器
、
近
江
や
河
内
・
播
磨
・
讃
岐
な
ど
の

各
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
土
器
な
ど
が

認
め
ら
れ
、
本
遺
跡
が
閉
鎖
的
な
環
境
で

は
な
く
、
先
進
的
な
文
物
や
遠
隔
地
の
物

資
を
、
活
発
な
交
流
に
よ
っ
て
入
手
し
て

い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
下
山
遺
跡
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ

た
多
く
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
の
弥
生
文

化
像
に
再
考
を
迫
り
、
今
後
は
、
日
本
の

古
代
史
を
考
え
る
上
で
も
大
変
意
義
あ
る

も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　国史跡は、文化財保護法の規定に基づ
いて、「わが国の歴史の正しい理解のた
めに欠くことができず、かつ、その遺跡

の規模・遺構・出土遺物等において、学術上価値あるもの」
として、文部科学大臣が指定するものです。
　その内容は、貝塚・古墳・都城跡・城跡・旧宅など多岐に
わたっており、都道府県から意見具申されたもののうち、こ
れらの条件を満たすと判断されたものが、文部科学大臣から
文化審議会に諮問され、文化審議会における専門家の審議、
文部科学大臣への答申を経た上で、史跡に指定されます。
　現在、国内では1,648件、兵庫県下では43件の国史跡と１件
の特別史跡（姫路城跡）があります。
　会下山遺跡と同じ弥生時代の『貝塚・集落
跡・古墳・墓地等』として指定されているのは、
田能遺跡（尼崎市・伊丹市）、大中遺跡（播磨
町）、新宮宮内遺跡（たつの市）、加茂遺跡（川
西市）の４件です。いずれも国の宝として、
地域の人々の力で守られ、活用されています。
　なお今回、会下山遺跡と同時期に国史跡に答申された11件
には、日本を代表する山岳信仰の対象「富士山」（富士吉田市・
富士宮市など）をはじめ、戦国時代に織田信長が居城とした
「岐阜城跡」（岐阜市）ほか、松坂城跡（松阪市）、 垣ノ島 遺跡（函

かきのしま

館市）、 横大道 製鉄遺跡（南相馬市）、神崎遺跡
よこだいどう

（綾瀬市）、 楠葉 台
くずは

場跡（枚方市）、荒神山古墳（彦根市）、 葉佐池 古墳（松山市）、そ
は ざ い け

して沖縄の 内間 
う ち ま

 御殿 （西原町）があります。
うどぅん
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会
下
山
遺
跡
は
、
県
史
跡
第
一
号
と
し
て
指
定

さ
れ
て
か
ら
五
十
年
経
っ
た
昨
年
の
十
一
月
、
国

史
跡
指
定
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
遺
跡
は
昭
和
三
十
年
代
の
発
掘
調
査
以
来
、

六
甲
の
自
然
に
溶
け
込
ん
だ
歴
史
教
材
園
と
し
て

守
ら
れ
続
け
、
市
民
や
ハ
イ
カ
ー
の
憩
い
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
本
市
の
歴
史
遺
産
の

中
核
と
な
る
国
史
跡
と
し
て
、
末
永
く
未
来
へ
大

切
に
守
り
継
が
れ
る
よ
う
整

備
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

歴
史
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

場
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層

活
用
し
た
い
も
の
で
す
。
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　枳穀（きこく）と号された。
考古学者。昭和34年の大阪
城総合学術調査で石垣の刻
印を調査し、現存する大阪
城の石垣が徳川時代の再築
と裏付けた。また会下山遺
跡では第１～５次の調査担
当者で、本市文化財保護審
議委員を長年務め、本市の
第１回市民文化賞受賞。昨
年４月、83歳で逝去された。
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�����　１月15日（土）
　　　　　　①午前10時30分～午後０時36分
　　　　　　②午後２時～４時６分　
�����　上宮川文化センター３階ホール　
�� � �　吉永小百合・笑福亭鶴瓶・蒼井優・加瀬亮
　　　　　　／山田洋次監督作品〈2009年・126分〉　
�����　各回・先着150人　
�����　直接会場へ
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